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例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

   幸 若 か わ ら 版  
幸若舞の里づくり会
　事務局　橋本守行
　電話090-7746-8689

　第 ４７号
  令和６年　３月 １日

みやま市幸若舞保存会と

オンライン座談会開催
（電子版号外１月２２日付で既報）

さ
る
一
月
一
二
日
夜
、
越
前
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
み
や
ま
市

幸
若
舞
舞
堂
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
結
ん
で
当
会
と
み
や
ま
市
幸
若

舞
保
存
会
と
の
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン

座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

会
か
ら
は
児
玉
会
長
代
理
は
じ
め

六
名
の
会
員
が
、
み
や
ま
市
か
ら

は
松
尾
会
長
を
は
じ
め
七
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

事
業
受
託
者
の
富
士
通
担
当
者

の
進
行
に
よ
り
、
出
演
者
紹
介
、

地
域
の
概
要
説
明
、
会
の
活
動
状

況
、
幸
若
舞
に
関
す
る
歴
史
観
、

今
後
の
課
題
や
地
域
連
携
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

①
里
づ
く
り
会
で
は
、
幸
若
舞
の

復
興
は
長
期
的
課
題
と
し
て
、
主

と
し
て
町
民
へ
の
啓
発
活
動
と
し

て
、
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

の
作
成
、
研
究
会
の
開
催
、
出
前

授
業
、
現
代
版
幸
若
舞
の
公
演
、

他
地
域
と
の
交
流
会
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

②
み
や
ま
市
保
存
会
で
は
、
毎
年

一
月
に
行
わ
れ
る
天
満
神
社
へ
の

幸
若
舞
奉
納
が
一
大
行
事
で
、
隔

月
に
寄
合
を
行
う
と
と
も
に
、
一

〇
月
頃
か
ら
、
翌
年
の
演
目
や

出
演
者
な
ど
を
決
め
て
練
習
を

開
始
す
る
。
ま
た
幸
若
舞
の

四
二
演
目
の
う
ち
、
所
蔵
し
て

い
る
台
本
が
一
五
番
で
、
そ
の
う

ち
九
番
が
現
在
舞
う
こ
と
が
で
き

る
。
「
敦
盛
」
は
四
年
が
か
り
で

復
元
し
た
。

③
越
前
幸
若
舞
は
、
限
ら
れ
た
幸

若
一
族
の
伝
承
で
、
民
衆
の
前
で

披
露
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
明
治

維
新
の
変
革
に
よ
り
武
士
と
と
も

に
消
滅
し
、
途
中
再
興
の
機
会
も

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

④
大
江
幸
若
舞
は
、
江
戸
期
か
ら

村
の
有
力
高
持
百
姓
で
あ
っ
た
松

尾
氏
一
族
が
継
承
を
担
い
、
毎
年

天
満
神
社
へ
の
奉
納
も
行
っ
て
き

た
。
明
治
維
新
に
よ
り
、
柳
川
藩

の
支
援
は
な
く
な
っ
た
が
、
担
い

手
は
健
在
で
あ
り
、
地
域
で
継
承

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
一
時
衰
退
し

た
が
、
明
治
末
期
の
国
学
者
・
高

野
辰
之
ら
に
よ
り
、
伝
統
芸
能
の

発
掘
見
直
し
が
行
わ
れ
東
京
公
演

が
行
わ
れ
る
な
ど
継
承
の
灯
は
消

え
な
か
っ
た
。
戦
後
は
、
一
部
音

曲
の
復
元
に
も
成
功
し
、
昭
和
五

一
年
に
は
国
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。

⑤
越
前
町
・
み
や
ま
市
と
も
に
、

少
子
高
齢
化
の
波
を
受
け
て
お
り
、

幸
若
舞
継
承
保
存
の
「
熱
」
を
い

か
に
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
る
。
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みやま市

幸若舞デジタル資料館を開館

越前幸若舞を紹介

幸
若
舞
の
継
承
地
福
岡
県
み
や
ま
市
（
越
前
町
と
姉
妹
縁

組
）
で
は
、
こ
の
た
び
幸
若
舞
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
資
料
館
を

開
館
し
ま
し
た
。
そ
の
一
角
に
越
前
幸
若
舞
を
紹
介
し
た
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
掲
載
し
た
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
資
料
館
と
前
頁
座
談
会
記
録
Ｃ
Ｄ
は
、
事
務
局
で
保

管
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
閲
覧
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下

さ
い
。
な
お
こ
れ
ら
Ｃ
Ｄ
は
、
五
月
の
総
会
時
に
上
映
す
る
予

定
で
す
。
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、

幸若歴史愛好会は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

幸
若
歴
史
愛
好
会
一
月
例
会
は
、
一
月
二

六
日
幸
若
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
越
前
町
内
に
あ
る
応
神
天
皇
ゆ
か

り
の
歴
史
遺
産
に
つ
い
て
、
青
木
講
師
よ
り

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
劔
神
社
の
祭
神
の
変
遷
に
は
諸
説
が
あ
る
。

忍
熊
皇
子
、
仲
哀
天
皇
、
日
本
武
尊
、
応
神
天

皇
、
宗
像
三
神
、
劍
彦
尊
、
素
戔
男
尊
な
ど
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
応
神
天
皇
縁
者
で
あ
る
。

応
神
天
皇
は
、
王
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
争
っ

た
異
腹
兄
で
あ
る
忍
熊
皇
子
を
神
功
皇
后
の

仲
介
に
よ
り
赦
免
し
、
劒
神
社
に
祀
っ
た
。

（
敦
賀
気
比
神
宮
も
同
様
で
あ
る
）

②
牛
頭
天
王
社
は
、
応
神
天
皇
な
ど
が
、
牛

頭
天
王
を
信
仰
し
、
祇
園
大
明
神
と
し
て
造

営
し
た
。
日
本
海
と
ペ
ル
シ
ャ
廻
国
の
統
領

で
あ
っ
た
。

③
応
神
天
皇
の
時
代
前
後
は
、
朝
鮮
半
島
で

は
高
句
麗
や
百
済
な
ど
の
争
い
が
絶
え
ず
、

敗
者
は
日
本
に
渡
来
し
、
大
陸
文
化
を
も
た

ら
し
た
。

④
大
陸
文
化
は
敦
賀
を
経
由
し
て
、
京
都
に

越前町内に於ける応神天皇ゆかりの歴史遺産

劍神社・牛頭天王社（八坂神社）・経ヶ塚古墳

１月２６日幸若歴史愛好会開催

も
た
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
北
陸
方
面
へ
の

物
資
は
、
舟
運
に
よ
り
越
前
海
岸
諸
湊
に

荷
揚
げ
さ
れ
た
。

こ
れ
が
、
織
田
や
朝
日
を
通
り
、
福
井
方

面
に
運
ば
れ
た
。
劒
神
社
に
は
、
海
上
交
通

の
守
護
神
の
宗
像
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

（
も
と
も
と
近
代
以
前
の
物
資
運
搬
は

舟

運
が
メ
ー
ン
で
あ
る
が
、
当
時
の
木
ノ
芽

峠
ル
ー
ト
は
険
し
い
山
道
で
あ
っ
た
。
）
明

治
以
後
に
お
い
て
も
、
国
道
整
備
に
あ

た
っ
て
、
こ
の
ル
ー
ト
は
忌
避
さ
れ
、
海
岸

ル
ー
ト
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

⑤
敦
賀
（
気
比
神
宮
）
、
織
田
劒
神
社
、
牛

頭
「
天
王
」
社
、
経
ヶ
塚
古
墳
は
こ
の
運
搬

ル
ー
ト
上
に
あ
り
、
当
地
に
一
定
の
富
と
文

化
の
蓄
積
を
も
た
ら
し
た
。

⑥
明
治
政
府
は
牛
頭
「
天
王
」
社
の
名
称
を

不
快
と
し
た
た
め
、
八
坂
神
社
に
改
称
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

当面の主な予定

幸若歴史愛好会 ３月２２日（金） 午後１時３０分～ 町図書館

（青木講師最終講義）

あすわ左内まつり ４月 ６日（土） 午前９時３０分～

福井・左内公園

佐々生墓地清掃 ４月１４日（日） 午前９時

令和６年度総会 ５月１２日（日）

午前１０時～ 生涯学習センター
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語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

福井新聞令和６年１月２５日記事

幸若舞 継承活動に思う
松田 美喜子

宗
生
流
剣
詩
舞
道
会
朝
日

子
供
教
室
が
舞
を
習
得
し
披

露
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

前
会
長
沢
崎
様
よ
り
依
頼

を
受
け
、
二
〇
一
一
年
第
一

回
幸
若
舞
発
表
会
を
開
催
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
好
評
を
頂

き
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
出
演
要

請
が
あ
り
、
毎
年
四
～
五
回
の

の
舞
台
を
務
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

当
初
一
五
名
ほ
ど
い
た
子

供
達
は
、
だ
ん
だ
ん
舞
の
技

術
も
向
上
し
、
成
長
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
毎
年
、
発
表
会
、

体
験
教
室
な
ど
開
催
し
、
父

兄
の
方
々
と
チ
ラ
シ
作
り
や

広
報
活
動
を
重
ね
、
会
員
を

増
や
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

舞
台
ご
と
に
、
厳
粛
な
雰
囲

気
の
中
、
そ
の
姿
は
自
信
に

溢
れ
、
当
時
の
武
将
の
生
き

様
や
心
情
を
舞
で
表
現
す
る

こ
と
に
、
喜
び
を
感
じ
、
凛
と

し
た
そ
の
姿
に
感
動
を
覚
え

た
も
の
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
を
迎
え
、
高
校
生
以

下
の
子
供
達
が
出
入
り
禁
止

と
な
り
、
四
年
間
練
習
・
活

動
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の

間
、
高
校
・
大
学
進
学
に
よ

り
会
員
の
減
少
が
続
き
ま
し
た
。

現
在
は
七
名
と
な
り
舞
う
こ
と

が
で
き
な
い
演
目
が
出
て
く
る

次
第
で
す
。

発
祥
の
地
で
あ
る
西
田
中
。

白
山
神
社
の
秋
祭
り
に
は
毎
年

披
露
し
て
お
り
ま
す
が
、
境
内

に
居
て
遊
び
に
興
じ
て
い
る
子

供
達
は
、
幸
若
舞
を
見
て
興
味

を
示
す
子
は
殆
ど
な
く
、
一
抹

の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

小
学
校
、
中
学
校
の
出
前
授

業
に
行
き
、
体
験
し
て
も
ら
い

ま
す
が
、
会
員
増
加
に
は
繋
が

ら
な
い
現
実
で
あ
り
ま
す
。
時

代
と
共
に
、
父
兄
の
関
心
も
変

化
し
て
き
て
お
り
、
堅
苦
し
く

敷
居
が
高
い
と
感
ず
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
う
す
。

舞
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
私

も
、
宗
生
流
の
活
動
を
通
し
て
、

大
人
の
会
員
の
指
導
、
県
内
外

で
の
イ
ベ
ン
ト
、
文
協
の
活
動

に
よ
り
、
大
変
忙
し
い
中
子
供

の
成
長
と
共
に
、
衣
装
の
補

修
・
管
理
に
も
時
間
が
と
ら
れ
、

後
継
者
を
育
て
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
難
し
さ
が
深
刻
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
の
考

え
や
ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

現代版幸若舞会員大募集！！
お問い合わせは松田会員まで 090-6275-2770


